
                     令和６年度 学校経営計画に対する最終評価報告書      石川県立金沢中央高等学校昼間制  
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        分析と評価 

 
１ 
 
 
 
 
 
 
 

生徒の実情に応じた学び直しによ
る基礎学力の定着を確かなものと
するとともに、ICT活用、アクティ
ブラーニング、ユニバーサルデザイ
ン化等を推進することで学力向上
を図る。 

○教職員が、１人１台の端末を有効に活用した
指導を行い、生徒個々の興味・関心を高め、
学力向上を図る。 

 

教務課 
 
 
 
 
 

【成果指標】 
・生徒用端末を授業で活用

したことのある教員数が
増加している。 
 

○生徒用端末を授業で活用したことのある教職員数
が全授業担当者を分母として 

Ａ ７５％以上である。 
Ｂ ７０％以上７５％未満である。 
Ｃ ６５％以上７０％未満である。 
Ｄ ６５％未満である。 

A 
 

７５.８％ 
(教職員33名中） 
ある    13名 
ときどきある 
        12名 
 

・生徒用１人１台端末の授業での利活用は確実に増加して
いる。一方、いまだ全く未使用であるという教職員が現
存する。今後も研修や互見授業などを通じて利活用のす
そ野をさらに広げていきたい。 

○教職員が、学習習慣を定着させる指導及び、
授業の出席を促す指導を徹底し、生徒の授業
に取り組む意識を向上させる。 

 

生徒指導課 
 
 
 

【成果指標】 
・授業の出席を促す指導の

対象生徒数が減少してい
る。 

○授業出席を促す指導の対象生徒数が 
Ａ １０名以下である。 
Ｂ １１名以上２５名以下である。 
Ｃ ２６名以上３５名以下である。 
Ｄ ３６名以上である。 

 
 

B 

 
１２名 
 
昨年度は１６名 

・今年度は、特に２年生以上の生徒の指導対象者が２名と
少なく（昨年度は９名）、１年生での初期指導の重要性
が改めて感じられた。引き続き、授業への出席ルール順
守等の指導を継続したい。 

  学校関係者評価委員会の詳細 ・生徒用端末使用の評価について、達成度判定基準のハードルを少しあげても良いのではないかと思う。特に、教科特性によるものかもしれないが、ICT機器をほとんど使っていない
教員に対する対応を考えてほしい。 

・教科指導や生徒指導について、１年の初期指導は極めて重要であるが、指導方法については生徒個々の特性などを十分考慮して行ってほしい。 

 学校関係者評価委員会の評価を踏まえた今後の改善策 ・機会をとらえて、教員の修得技術に応じた効果的な端末操作やアプリ使用に関する校内研修を継続していきたい。 
・可能なかぎり、特性等のある生徒の情報を教科担当間で共有するとともに、授業内外での声掛けなどで生徒との信頼関係を高め、「個」を大切にした指導を継続していきたい。 
 

 
２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

卒業までを見通したキャリア教育
に組織的に取り組み、生徒の希望進
路を実現する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○卒業生全員の進路実現のため、「産業社会と
人間」「総合的な探究の時間」「ＬＨ」等の
授業の中で、コミュニケーション能力、思考
力・判断力の育成を図る。 

 

進路課 
学年 
 
 
 

【成果指標】 
・年度末には全卒業生の希

望する進路先が内定して
いる。 

 
 

○年度末における全卒業生の進路内定率が 
Ａ ９５％以上である。 
Ｂ ８５％以上９５％未満である。 
Ｃ ８０％以上８５％未満である。 
Ｄ ８０％未満である。 

 
 

  A 

９８％ 
進学 32/32 
就職 19/20 

・３月以降に進学先、就職先が決定して生徒を合わせ、左 
記の数値となった。特に就職においては、担当者の粘り
強くきめ細かな指導もあり、３度目の試験で内定を得た
生徒を含め、真剣に自分の進路と向き合う姿が見れた。
進学では総合型・年内入試が主流の中、早い段階から、
目的意識を持って、取り組む必要がある。 

○生徒が、進路の目標をできるだけ早い時期に
設定できるようにキャリア教育を進め、望ま
しい職業観と社会性の育成を図る。 

○年度末に卒業予定の生徒が、遅くとも６月に
は進路目標を持てるように指導する。また、
６月に進路目標を持てなかった生徒には継続
的に指導する。 

進路課 
学年 
 
 
 
 

【成果指標】 
・年度末には卒業予定の生

徒が、個々の実情に合っ
た納得のいく進路選択を
行うことができる。 

○年度末に卒業予定の生徒で、進路目標を持つもの
の割合が 

Ａ ９０％以上である。 
Ｂ ７５％以上９０％未満である。 
Ｃ ７０％以上７５％未満である。 
Ｄ ７０％未満である。 
 

 
 
 

B 

８６％ 
卒業予定者64名 
 進学32名 
  就職19名 
 アルバイト4名 
 未定９名 

・今年度に限らず、自分が何に適していて、どの方面に進 
めばよいか思い悩み、結果としてまったく踏み出せず卒
業のみの結果となってしまうケースがある。キャリア教
育の根本に立ち返り、生徒自身が自分のこととして考え
られるような場面を授業などのなかにも求め、学校生活
全般で自身の進路について考えていけるよう、生徒の指
導・支援に取り組んでいきたい。 

 学校関係者評価委員会の詳細 ・進路指導や就労支援といった狭義のキャリア教育ではなく、内面の発達、人格形成といった広義のキャリア教育の視点で、個々に応じてキャリア発達支援を行っていくことが、自ず
と個別最適なキャリア教育につながるものと思う。進路や就労を見据えて、「今」その生徒に必要な支援は何かという視点で考えていくようにすると良い。  

・「卒業見込みが立たない」「出願ができない（躊躇する）」「自分がどの方面に進めばよいか思い悩む」など、それが本校へ来る生徒の特長だと思う。「自己理解」「仕事理解」を
じっくり行うことで、進路目標を持てない生徒が減ることを願うばかりである。 

 学校関係者評価委員会の評価を踏まえた今後の改善策 ・本校はキャリア教育関係の計画が各学年団に任されてしまう傾向があるため、進路指導課主導でこれらに関する計画を整理し高校生活を通して生徒個々の「自己理解」「仕事理解」
がより進むよう図っていきたい。 

・いただいた評価を糧とし、今後も「個」を大切にし、可能な限り生徒ひとりひとりに対応するとともに、各指導の改善を図っていきたい。  

 
３ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

規範意識の育成、教育支援の充実、
外部機関との連携により安心安全
な学校づくりを推進する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○教職員は、広報活動をより充実させるため、
ホームページによる情報発信に取り組み、 
保護者や地域に開かれた学校づくりを推進す
る。これにより、保護者に学校の様子を把握
してもらう。 

 
 
 

総務課 
 
 
 
 
 

【成果指標】 
・保護者が学年別保護者説

明会や保護者懇談会に少
なくとも１回は出席して
いる。 

○学年別保護者説明会、保護者懇談会に１回は参加
した保護者の割合が 

Ａ ９０％以上である。 
Ｂ ８０％以上９０％未満である。 
Ｃ ７０％以上８０％未満である。 
Ｄ ７０％未満である。 

 
 
 
 A 

１１５％ 
（生徒419名中） 

1年  242 
2年  113 
3年  80 
4年  47 
合計482 

・今年度は多くの１年生が入学し、入学式にたくさんの保
護者が参加した。第１回保護者会においては、１年生で
は昨年度よりも30名多い保護者が来校した。保護者懇談
の期間中以外も担任との積極的な面談が行われた。今後
の情報発信の仕方やその内容を工夫改善することで、さ
らに保護者の学校への関心を高め、家庭と連携した生徒
指導をすすめることができるものと考えている。 

○教職員は、「どの生徒も、いじめの被害者に
も加害者にもなりうる」という基本認識を十
分にふまえた指導を行う。本校の「いじめ防
止基本方針」に基づく取組みを堅実に実施す
ることで、いじめの発生を防ぐ。 

 

生徒指導課 
 
 
 
 

【成果指標】 
・いじめが発生しない。 
 
 
 

○いじめの発生件数が 
Ａ 重大事案が０件かつ認知件数が０件である。 
Ｂ 重大事案が０件かつ認知件数が５件以下である 
Ｃ 重大事案が０件かつ認知件数が６件以上１０件

以下である。 
Ｄ 重大事案が１件以上または認知件数が１１件以

上である 

 
 
 
  B 
 

 
 
重大事案 
０件 

認知件数 
３件 

 

・今年度のいじめの認知件数は、生徒の保護者からの連絡
による１件、本人からによる１件、そして生徒同士の喧
嘩による１件の併せて３件であり、現在対応中である。
他にもいじめにつながるような小さな事案は散見され
ており、今後も生徒がSOSを出しやすい環境をつくると
ともに、担任、各課、外部機関等と連携しながら、生徒
たちを見守っていきたい。 

○健康診断や個別の指導を通じて、生徒の歯・
口の健康づくりに重点的に取り組む。 

 

保健課 
 
 
 
 

【成果指標】 
・歯科検診で受診勧告され

た生徒が受診している。 
 

○歯科検診の受診勧告後、受診した生徒の割合が 
Ａ ３５％以上である。 
Ｂ ３０％以上３５％未満である。 
Ｃ ２５％以上３０％未満である。 
Ｄ ２５％未満である。 

C 

２８％ 
(12月末現在) 
受診勧告142名 
受診報告 39名 

・３月末現在で、受診報告があったのは39名であった。受
診勧告書を２度配付したが、なかなか受診率の向上につ
ながらなかった。今後も個別面談の機会を作り、対象者
には粘り強く受診勧告を続けていきたい。 

○効果的な支援を実践するために、学年会、 
 養護教諭、外部機関等との連携による組織的
 支援体制を整備し、対象生徒を適時に支援す
 る。 
 

保健課 
相談室 
 
 
 

【努力指標】 
・教職員が生徒の困り感に

気づき、周りと情報共有
することができる。 

○生徒の困り感に気づき、周りと情報共有すること
ができると自己評価した教職員の割合が、 

Ａ ９５％以上である。 
Ｂ ８５％以上９５％未満である。 
Ｃ ７５％以上８５％未満である。 
Ｄ ７５％未満である。 

 
 
 
  B 
 

肯定的な評価 
８９％ 
(教職員36名中） 
できる 47％ 
まあまあできる 

42％ 

・前期の肯定的な評価の割合94％から若干低下した。教職
員が、情報共有する場面や時間がなかった、または困り
感に気づいても、情報共有されている割合が少ない、と
感じている可能性が考えられる。教職員個々が得た情報
を複数で共有し、組織全体で困り感のある生徒を支援で
きるよう、相談室からの声かけを徹底していきたい。 

 学校関係者評価委員会の詳細 ・保護者への継続的な情報発信により、保護者への学校教育に関する興味が換気され、保護者会への多数の参加につながっていると思う。学校の努力の成果の表れであると感じる。  
・「歯は再生しない」ことを、若い生徒たちには理解してほしいと願う。 
・いじめに関する対応では、SOSを出せる生徒を育成するために継続的な呼びかけが大切である。常に言葉にしていかないと学校側の思いは通じず、ｿｰｼｬﾙｽｷﾙﾄﾚｰﾆﾝｸﾞにはならない。 

 学校関係者評価委員会の評価を踏まえた今後の改善策 ・積極的な広報活動を継続するとともに、保護者会等と連携することで、本校の取組について、さらに協力・理解を求めていきたい。 
・「生徒との信頼関係失くして指導無し」と考えている。今後も、学校活動全体のなかでの声掛けなどで、生徒と教職員との信頼関係構築に力を注ぐことを徹底したい。 
 



 
４ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

スポーツ活動や文化活動、ボランテ
ィア活動等をとおして自主・自立・
助け合いの精神を備えた活力ある
生徒を育成する。 
 
 
 
 
 
 
 

○部活動紹介や一斉活動日を通じて、生徒に活
動内容を具体的に伝え、積極的な参加を呼び
かける。  

 
 

生徒会課 
 
 
 
 

【成果指標】 
・生徒が何らかの部活動に

加入している。 
 
 

○部活動に加入している生徒の割合が 
Ａ ４５％以上である。 
Ｂ ３５％以上４５％未満である。 
Ｃ ３０％以上３５％未満である。 
Ｄ ３０％未満である。 

 
 
 
  B 

加入率４０％ 
（生徒数395名） 
運動部69名 
男子45名､女子24名 
文化部89名 
男子40名､女子49名 
 

・部活動に加入している生徒の割合は、前期38.2％から12
月40％と1.8％の増加がみられた。 
昨年度比では、 
運動部全体で80名→69名(男子52→45､女子28→24)43.7% 
文化部全体で63名→89名(男子36→40､女子27→49)56.3% 
運動部と文化部の加入率が逆転している。 

○オリエンテーションや全校集会時に、生徒会
活動や学校行事等について、分かりやすく説
明し、興味・関心を持たせ、主体的な参加を
促す。 

 
 

生徒会課 
 
 
 
 

【満足度指標】 
・生徒が、生徒会活動や学

校行事に満足している。 
 

○生徒会活動・学校行事に対する生徒の満足度が 
Ａ ８０％以上である。 
Ｂ ７０％以上８０％未満である。 
Ｃ ６０％以上７０％未満である。 
Ｄ ６０％未満である。 

 
 
  

  A 

肯定的な評価 
８１％ 
体育祭80.3％ 
文化祭81.8％ 

 

・生徒の肯定的な評価は80%超えであった。また、教職員
への調査での「生徒会行事に積極的に取り組ませている
」という質問に対する肯定的な評価は、前期86％、後期
97％であり、生徒らの高い満足度は先生方の指導のたま
ものである。 
今年度は、生徒らに様々な学校行事に興味･関心を持た
せ、実施することまで出来た。文化祭では、模擬店を復
活し、開催日も２日間とした。 

 
 学校関係者評価委員会の詳細 ・特別活動の参加に関して、できるだけ参加した生徒の変容や感想をとらえて検証をしておいてほしい。 

・部活動は、個々の生徒がやりたいことを選ぶ場所であるので、文化部加入生徒が増加しているのは望ましい結果である。音楽や美術など好きなことを追求させていってほしい。 
 

 学校関係者評価委員会の評価を踏まえた今後の改善策 ・体験的な活動に参加した生徒の声を、日常の会話やアンケートなどを通してきいていくことを継続していきたい。 
・今後も部活動や学校行事等の体験的な活動を通して、生徒の社会性や学校生活への満足感や自己肯定感等を高めていきたい。  
 

 
５ 
 
 

発達障害による困難さを抱える生
徒を対象に、通級指導などによる自
立活動を通して、自尊感情を高める
とともに、障害の改善または克服を
目指す。 
 

○通級指導を担当する教職員や外部講師等から
自立活動の指導法や支援について学ぶ。これ
を生かし、発達障害のある生徒が学習上・生
活上の困難さを改善克服できるよう取り組 
む。 

 

通級指導推
進 
 

【成果指標】 
・教職員が、発達障害のあ

る生徒に、個に応じた具
体的な支援の場面をもつ
ことができている。 

○発達障害のある生徒に、個に応じた具体的な支援
の場面をもつことができたとする教職員の割合が 

Ａ ９０％以上である。 
Ｂ ８０％以上９０％未満である。 
Ｃ ７０％以上８０％未満である。 
Ｄ ７０％未満である。 

 
 
  B 

肯定的な評価 
８３％ 
(教職員36名中） 
できた 28％ 
まあまあできた 

55％ 

・教職員の「まあまあできた」と肯定的な回答をした割合
が、前期よりも低下した。支援できたと思える先生がい
る一方、どのように支援をしたらよいか困っている先生
もいると考えられる。支援方法は、個によって異なるた
め、一律で支援することは難しいが、情報共有し、支援
できる環境に努めたい。 

 学校関係者評価委員会の詳細 ・集団における個に応じた指導、支援は容易ではないため、皆で情報交換、共有し、生徒理解を拡げ、深めていくことが大切である。  
・発達上の特性による困難さを抱える生徒に対応するときには、一人ではなく、ペアやチームで向き合うようにした方が良い。また、目を合わせて話をすることが大事で、対応する教

師が弱気であると、そのような生徒に伝わらないことは多い。 
・発達上の特性による困難さを抱える生徒の支援に際し、できていることを共有する場面をつくることや、学校外の相談できる教育機関などの積極的な活用を意識してほしい。 

 学校関係者評価委員会の評価を踏まえた今後の改善策 ・今後も多様な生徒に対して、登校時や授業時の声掛けなどの信頼関係を築くための小さな積み重ねや、指導のノウハウの共有、校内研修を通したアップデートなどを継続していきた
い。 

 
６ 
 
 
 

効率的かつ効果的な業務遂行のた
め、組織的な業務改善に努める。 
 
 
 

○教材を共有したり、ＩＣＴ機器を用いたりす
るなどして、業務改善を推進する。特に、メ
ールや校内掲示板等を利用することで、紙文
書の使用が縮減されるようにも取り組む。 

○定時退庁日の提示等により、勤務時間を意識
 した働き方を浸透させる。 

教頭 
 
 
 
 

【努力指標】 
・教職員がＩＣＴ機器等を

用いて、業務改善につな
がる工夫をしている。 

 

○ＩＣＴ機器等を用いて、業務改善につながる工夫
をすることができたと自己評価した教職員が、 

Ａ ８０％以上である。 
Ｂ ７０％以上８０％未満である。 
Ｃ ６０％以上７０％未満である。 
Ｄ ６０％未満である。 

 
 
 
  C 

肯定的な評価 
６７％ 
(教職員36名中） 
できた 14名 
まあまあできた

     10名 

・欠席連絡、授業アンケート、会議等でのペーパーレス化
など、教員全体の日常的業務におけるICT化は着実に進ん
でいる。今後、個別での授業教材や評価等での使用のノ
ウハウなどについて、教科間、学年間での連携を強化し
て、教職員間で効果的な取組み方を協議しながら、個々
のICT機器の活用スキルを高めるとともに、時間外勤務時
間の縮減にもつなげたい。 

 学校関係者評価委員会の詳細 ・ICT機器活用の評価について、教員個々のスキルによって評価基準が異なってしまうことが考えられるため、活用できている教員の方がさらなる活用という意識となり、自己評価が
厳しくなってしまうことが考えられる。 

・風通しの良い職場環境をつくっていってほしい。 
・アンケート結果について、評価する側にとって優しいものをお願いしたい。昼間制と夜間制のフォーマットは同一にした方がよい。 

 学校関係者評価委員会の評価を踏まえた今後の改善策 ・アンケート項目の聞き方の文言を工夫したい。 
・アンケート内容の改善及び結果資料の昼夜での書式の統一を図り、よりわかりやすい資料づくり、結果の公表等につなげたい。  

 


